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細胞内の温度に着目した細胞機能の探索では、細胞内温度計測に加えて、細胞内温度の操作

も必須の技術である。この場合、細胞内温度の操作としては、古典的な生化学的な温度刺激であ

る系の温度の緩慢な変化ではなく、細胞内の局所領域の迅速な加熱を行うことで細胞内局所にお

ける発熱の影響を調べることができる。細胞内局所の加熱法としては、レーザー光照射を用いて

細胞内の水分子を直接加熱するか、金属粒子を可視光レーザーないし、磁場により励起してプラ

ズモンを発生させてそのエネルギーを熱に変換する方法がある。ここではレーザー光を用いた加

熱法を説明する。

水の吸収領域である 1500 nm 程度の赤外光レーザー（IR レーザー）を対物レンズにより集光さ

せて照射することにより、水分子を直接加熱することができる。IR レーザー照射をもちいた生体内

の加熱法としては単一細胞レベルでの遺伝子誘導法である IR-LEGO 法がある[1]。これは IR レ

ーザーにより細胞内を加熱しヒートショック応答を誘起することにより、ヒートショックプロモーターと

連結した任意の遺伝子発現を誘導する技術である。これを応用して培養中の単一細胞内の 1-2 
m 程度の局所領域を一過的かつ定量的に加熱することも可能である。
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